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年
そ
の
表
現
と
思
想

　
　
こ
れ
ま
で
代
表
作
の
「
塔
」
や

・
　
「
望
郷
」
「
滑
走
路
」
は
た
び
た

・
び
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
今
展
で

一
は
初
期
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
志
し
て

一

い
た
こ
ろ
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

　
（
4
6
年
）
や
、
画
家
と
し
て
決
意

　
を
固
め
美
術
村
「
ニ
シ
ム
イ
」
に

　
ア
ト
リ
エ
を
構
え
た
4
8
年
以
降
の

一
具
象
画
「
中
城
よ
り
西
原
を
望

’
む
」
（
5
0
年
）
、
画
面
が
フ
ォ
ー

、
ビ
ス
ム
風
に
変
化
し
始
め
る
「
黄

　
色
い
菊
」
（
5
3
年
）
、
戦
禍
の
現

　
実
社
会
を
誤
差
し
た
「
弾
痕
」

　
（
同
）
な
ど
、
目
に
す
る
機
会
が

　
少
な
か
っ
た
作
品
も
展
示
さ
れ
、

　
伝
説
化
し
た
画
家
の
出
発
点
を
見

　
る
思
い
だ
。

　
　
戦
後
美
術
け
ん
引

　
　
戦
後
の
間
も
な
い
こ
ろ
、
沖
縄

　
の
美
術
界
は
具
象
か
ら
抽
象
へ
展

　
開
を
模
索
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

・
そ
の
中
心
的
人
物
が
安
呑
屋
正
義

　
で
あ
る
。
理
論
家
の
安
谷
屋
は
保

・
守
的
な
先
輩
画
家
た
ち
と
の
論
争

　
や
確
執
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
5
0
年

　
に
立
ち
上
げ
た
「
五
人
展
」
（
5
4

　
年
に
解
散
）
に
お
い
て
は
切
磋
琢
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上
原
　
誠
勇

磨
し
激
し
い
美
術
論
を
軟
わ
せ

た
。
沖
縄
固
有
の
風
土
や
伝
統
文

化
に
も
関
心
を
向
け
「
石
屋
の

家
」
「
厨
子
甕
」
（
5
4
年
）
は
郷

土
意
識
の
強
さ
を
示
し
、
同
世
代

新時代の造形芸術探求

内面と｢沖縄｣重ねて問う

の
画
家
た
ち
と
絵
画
に
お
け
る
ロ

ー
カ
ル
性
や
文
学
性
、
造
形
論
、

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
論
を
交
え
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
ク
や
ピ
カ
ソ
の

キ
ュ
ー
ビ
ス
ム
を
皿
わ
せ
る
「
コ

::
ｉ

　
う
え
は
ら
・
せ
い
ゆ
う
１
９
４

７
年
南
風
原
町
生
ま
れ
。
画
廊
沖
縄

代
表
。
貸
し
画
廊
が
主
流
だ
っ
た
8
1

年
か
ら
主
体
的
に
作
家
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
行
う
企
画
画
廊
を
創
立
し
今
日

に
至
る
。

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
（
5
6
年
）
な
ど
、

あ
の
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
安
谷
屋
独

特
の
画
面
の
背
後
に
、
西
洋
近
代

の
文
脈
を
真
剣
に
学
ん
だ
痕
跡

を
残
し
た
の
は
興
味
深
い
。
同
年

に
制
作
さ
れ
た
「
新
世
紀
」
「
起

奮
穫
」
は
色
彩
も
豊
か
で
力
強
い

フ
ォ
ル
ム
の
画
面
構
成
の
作
品
で

あ
る
。
戦
後
社
会
の
復
興
へ
の
前

向
き
な
強
い
意
識
が
読
み
取
れ

る
。

　
し
か
し
、
そ
の
傍
ら
で
拡
大
す

る
米
軍
基
地
に
目
線
を
向
け
、
そ

の
存
在
を
問
い
か
け
る
よ
う
な
作
’

品
「
柵
」
（
5
6
年
）
を
描
い
て
い

る
。
そ
の
翌
年
の
作
品
「
建
設
」

か
ら
色
彩
を
限
り
な
く
抑
え
、
灰

色
を
基
調
に
モ
ノ
ト
ー
ン
に
近
い

画
風
に
変
化
す
る
。
同
時
に
、
鋭

く
切
り
裂
く
水
平
線
に
真
っ
赤
な

船
影
の
作
品
「
廃
船
」
、
戦
後
の

6
0
年
代
ま
で
沖
縄
各
地
で
見
ら
れ

た
港
の
風
景
で
あ
る
。
「
孤
影
」

　
（
5
8
年
）
は
安
谷
屋
の
目
の
前
の

現
実
へ
の
直
視
と
、
か
つ
て
日
本

軍
兵
と
し
て
、
軍
輸
送
船
団
の
指

揮
官
と
し
て
南
方
に
出
兵
し
た
自

身
の
投
影
が
み
ら
れ
る
。
自
己
史

と
状
況
、
そ
の
体
験
を
背
に
画
家

の
複
雑
な
心
境
が
読
み
取
れ
る
。

　
自
立
へ
強
い
意
志

　
戦
後
1
3
年
、
安
谷
屋
3
7
歳
、
画

家
安
谷
駆
の
胸
中
に
去
来
し
た
も
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の
は
ま
さ
に
「
塔
」
（
5
8
年
）
に

修
練
さ
れ
結
実
し
た
と
い
う
べ
き

だ
ろ
う
。
鋭
く
や
わ
ら
か
く
垂
直

に
立
つ
精
神
、
自
立
（
自
律
）
へ

の
強
い
意
志
の
象
徴
『
（
像
）
で
も

あ
る
。
低
い
地
面
か
ら
中
央
に
天

ま
で
届
く
中
心
線
。
シ
ン
メ
ト
リ

ー
な
構
図
。
描
く
こ
と
と
剛
ぐ
こ

と
何
度
も
繰
り
返
し
、
そ
の
孤
高

な
精
神
の
営
み
が
十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
伝
わ
っ
て
く
る
。
創
造
す
る
情

熱
と
苦
し
み
、
官
能
的
な
色
彩
を

削
ぎ
落
と
し
求
道
者
の
よ
う
な
禁

欲
的
な
知
性
、
妥
協
を
許
さ
な
い

思
想
家
の
精
神
に
触
れ
る
よ
う
て

あ
る
。

　
以
後
の
「
港
」
（
6
0
年
）
、
「
残

照
」
（
6
1
年
）
な
ど
の
作
品
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
画
面
に
色
彩
を

取
り
戻
し
な
が
ら
、
一
方
で
「
塔
」

の
背
景
に
あ
る
寂
寥
感
が
漂
う

白
色
を
基
調
に
「
白
い
基
地
」
（
6
1

年
）
を
制
作
。
「
滑
走
路
」
（
6
3

年
）
は
「
ぽ
う
ぱ
く
た
る
一
種
の

虚
無
感
を
た
た
え
た
空
間
、
そ
れ

が
沖
縄
の
現
実
・
：
」
（
6
3
年
汐
一
月

／
冲
縄
タ
イ
ム
ス
掲
載
、
東
京
フ

ォ
ル
ム
画
廊
の
個
展
を
終
え
て
の

記
事
よ
り
）
と
米
軍
靴
治
下
の
沖

縄
の
空
気
感
を
述
べ
て
い
る
。
さ

ら
に
「
誘
導
路
」
（
6
4
年
）
と
、

米
軍
基
地
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
、

米
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
空
爆
と
同
時
期

に
描
か
れ
た
傑
作
の
「
望
郷
」
（
6
5

年
）
を
生
ん
だ
。
戦
前
の
鬼
畜
米

英
の
思
想
と
皇
民
化
教
育
を
受
け

た
兵
士
安
谷
屋
の
過
去
と
、
戦
後

の
自
身
を
重
ね
た
と
想
わ
れ
る
作

品
で
あ
る
。
戦
場
へ
赴
く
兵
士
の

孤
独
感
、
米
兵
を
一
人
の
人
間
と

し
て
受
け
入
れ
、
人
間
愛
に
満
ち

た
詩
情
あ
ふ
れ
る
作
品
を
生
み
出

し
て
い
る
。

　
厳
し
い
時
代
直
視

　
紙
幅
が
な
い
の
で
そ
の
他
に
は
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触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
安

谷
屋
は
戦
後
の
厳
し
い
時
代
に
生

き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
実
社
会

を
直
視
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
リ
ア

リ
ス
ト
で
あ
り
続
け
た
。
画
面
に

漂
う
孤
独
と
寂
寥
感
か
ら
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
悲
観
論
者
に
Ｉ
見
と
ら
え

て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
け
し
て
そ

う
で
は
な
い
。
新
し
い
時
代
の
造

形
芸
術
を
探
求
す
る
モ
ダ
ニ
ス
ト

の
画
家
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
彼

の
死
後
半
世
紀
近
い
時
間
が
た
っ

た
。
し
か
し
、
沖
縄
の
現
実
は
変

わ
ら
な
い
。
む
し
ろ
米
国
と
日
本

の
軍
事
的
植
民
地
化
が
強
化
さ
れ

て
い
る
。
安
谷
屋
が
生
き
て
い
た

ら
今
年
9
0
歳
、
こ
の
沖
縄
の
状
況

を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
表
現
し

た
で
あ
ろ
う
か
。
「
ち
っ
と
も
変
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わ
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
う
ち

な
１
ん
ち
ゅ
よ
ゆ
Ｉ
か
ん
げ
Ｉ

り
よ
」
と
あ
の
世
か
ら
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
だ
。

　
最
後
に
絶
筆
「
道
」
は
画
家
安

谷
屋
の
創
造
す
る
厳
し
さ
、
妥
協

を
ゆ
る
さ
な
い
精
神
が
具
象
と
抽

象
の
間
で
「
こ
れ
か
ら
何
処
へ
行

く
の
か
？
」
。
自
己
の
内
面
と
沖

縄
の
社
会
状
況
を
重
ね
る
よ
う
に

問
い
か
け
る
。
あ
れ
ほ
ど
ま
で

に
、
ス
ト
イ
ッ
ク
に
画
面
を
追
求

し
て
き
た
安
谷
屋
は
、
死
去
し
た

年
、
何
か
を
予
感
し
た
か
の
よ
う

に
、
具
象
画
の
清
楚
な
菊
の
「
花
」

と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
花
」
（
6
7

年
）
、
そ
し
て
、
’
お
も
む
ろ
に
心

の
奥
を
眼
差
す
妻
節
子
の
肖
像
を

描
い
て
い
る
。

-＝ ＝ = - - 一 － － d － = ミ ミ


	page1

